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　慶應義塾大学大学院への入学は、まずもって、慶應義塾と

いう場に皆さんが足を踏み入れ、義塾の仲間になることでも

あります。私たちの慶應義塾には「独立自尊」「半学半教」

「自我作古」などの理念が掲げられています。それらは大学院

とて慶應義塾である以上、共に分かち持つ理念であるという

ことになります。では、福澤諭吉に由来するこれらの理念の下、

大学院で学び、教える、つまり研究する人たちは、どのように

生きればよいのでしょうか？

　実は簡単です。それは「自由に」です。みなさんも自由に生

きてください。

　唐突に聞こえるかもしれません。しかし、グローバル化する

世界の進展は、いわゆる国際性を身につける云々とは別物で、

ある一つの道筋や原理に則っていれば社会は理想的に作ら

れていくという近代社会の前提を崩すものです。一つの中

心ではなく、いくつもの中心がひしめき合う状態が、社会の

あらゆる部分に（ミクロな次元からマクロな次元まで）生ま

れます。自己とは、他者とは、家族とは、学校とは、組織とは、

宗教とは、国家とはなどなど、何から何までです。大学や

学問の世界も同じです。アカデミズムが堅持している原理

原則すら懐疑の目を向けられています。神の声がそうである

ように、真理の声も一つではいられません。

　むしろ、ポリフォニック（多声的）な社会状況にあって、

その都度の現場での模索こそ大事になります。そしてその現場

には、多様で多元的な文化が生きられているはずです。この

多文化状況での知や生の処方を身体化するためには、自由な

振る舞いこそ求められます。一つの中心には留まりえない

ライフです。

　少し、私たちの研究科に話を戻しましょう。社会学研究科

は、新制の大学院として1951年4月5日に開設されました。

多くの大学院が学部の上部組織として設計されるのに対し、

学部を越えた専門研究者が文学部、経済学部、法学部から集い、

学部から独立した大学院として当初から運営されています。

その上、社会学の他に、心理学と教育学の二専攻を抱える、非常

にユニークな研究科の体制をとっています。学際的という

より《アカデミックな多文化主義》とでも言いたくなります。

　海外研究機関との交流も盛んです。研究科には多くの

留学生が学んでいます。2019年度は27人、2018年度は23

人、在籍者のおよそ四分の一以上が国外出身です。国際連携

としては、ウィーン大学との学術交流協定、南フロリダ大学

との包括協定、南オーストラリア大学との博士ダブルディグ

リー協定があり、その他にも、毎年数名の著名な研究者を

海外から特別招聘講師として招いて授業や論文指導をお願

いしています。

　多声性を生む多様な状況とは、なにも学際性や国際性だけ

とは限りません。ジェンダーバイアスという事態が長く日本の

アカデミズムの世界では指摘されてきました。大学院の教

員も学生も多くが男性によって占められるということです。

現在6名の女性が研究科の委員ですが、今も圧倒的な少数

です。ですが、社会学研究科で学ぶ若き研究者の顔ぶれを

見れば、近いうちにこの事態が大きく変わることを予想させ

てくれます。

　ちなみに、私自身の研究室に在籍する学生を例にすれば、

八割以上が女性であり、また、半数以上が留学生であり、留学

生の出身国は中国、韓国、ロシア、エストニア、イタリア、ドイ

ツ、フランス、スペイン、アメリカという具合です。

　多声的な世界の進展の中で、社会学研究科自体もその多声

性を拡げることで、社会や世界への貢献をなしえるはずです。

そのために、あなたの自由な創造性とアクションが、私たち

の自由な創造性とアクションと触れ合うことが必要ですし、

そこに多様性と寛容の文化が醸成されることです。そんな触

れ合いがすごく楽しみです。

　うっかりしていました。表題の「多様性と寛容、そして

自由に美しく」の最後の「美しさ」に触れていませんでしたね。

どうぞあなたが自由に想像し

てみてください。

多様性と寛容、そして自由に美しく
研究科委員長からのメッセージ
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カリキュラム・ポリシー

■教育課程編成・実施の方針
学位授与方針に基づく習得しておくべき専攻別学習成果とカリキュラム

　社会学専攻では、修士号を取得するに当たっては、１）高度な専門的知識の獲得、２）質的・量的社会調査に関する高度な調査・分析

能力の獲得、３）周辺領域へと接続可能な幅広い知識の運用能力の獲得、が必要です。また博士号を取得するに当たっては、上記に加え

て、４）高度な学術研究を行うための課題設定・研究計画立案・研究遂行の能力を獲得することが必要です。

社会学専攻

　社会学専攻は社会学分野、文化人類学・民俗学分野、コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究分野、社会心理学分野の４

分野から成っています。

　社会学分野では、社会学史・社会調査論を基礎科目として、理論社会学・家族社会学・都市社会学・地域社会学・社会階層・社会移

動・国際社会学・宗教社会学・医療社会学・社会史など、より個別的・専門的テーマに関わる講義科目・演習科目が設置されています。

　文化人類学・民俗学分野では、学説史、方法論、調査法、特定の研究課題、地域研究など、基礎から応用まで幅広い分野を総合的に

把握するための講義科目・演習科目が設置されています。文化人類学・民俗学では、質的調査による一次データを重視するため、後期博

士課程を中心にフィールドワークを組み込み、各自の研究主題について、実証的なデータと理論的考察を結び付けて、グローバル化によ

り急速に変化する文化と社会の実態の考察を進めています。

　コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究分野では、種々のコミュニケーション過程や現象についての研究・教育を行なって

います。より具体的には、メディア利用行動、情報行動、マス・コミュニケーション理論、ニュースの生産過程とジャーナリズム、メディア政

策、メディア産業に関わる講義科目・演習科目が設置されています。

　社会心理学分野では、社会心理学の諸領域に関わる研究・教育を行なっています。より具体的には、対人行動、対人的影響、ゲーミン

グ、集団行動、キャリア発達、調査法など、社会心理学および産業・組織心理学の諸問題に関わる講義科目・演習科目が設置されています。

　いずれの分野でも社会学研究科委員を中心として講義・演習を行なっていますが、最新のトピックや関連領域の学問の現在について

は国内外の著名な研究者を毎年非常勤講師、特別招聘教授として数名招くことで、国際的にも高いレベルと評価される専門的知識の伝

達に力を注いでいます。

カリキュラムの設定

ディプロマ・ポリシー

■学位授与の方針
学位論文審査基準

学位論文の執筆指導・審査に当たっては、以下の基準が適用されます。

修士学位論文
1. 問題意識の明確性　研究を進めるに当たっての問題意識が明確か

2. 研究課題設定の適切性　研究課題が、当該領域における状況を踏まえて適切に設定されているか

3. 先行研究の参照　先行研究を適切に整理し、研究課題と関連づけているか

4. 研究方法の妥当性　研究方法が研究課題に照らして妥当であり、分析方法が適切に用いられているか

5. 論文の論理的一貫性　論文が論理性かつ一貫性を持って記述されているか

6. 研究成果の有意義性　研究が新たな知見をもたらしているか

7. 研究の展開可能性　さらなる研究につながる可能性を示しているか

8. 表現・表記・形式の適切性　学術論文として適切な表現・引用・文献挙示等が行われているか

博士学位論文
1. 問題意識の明確性　研究を進めるに当たっての問題意識が明確か

2. 研究課題設定の適切性　研究課題が、当該領域における状況を踏まえて適切に設定されているか

3. 先行研究の参照　先行研究を適切に整理し、研究課題と関連づけているか

4. 研究方法の妥当性　研究方法が研究課題に照らして妥当であり、分析方法が適切に用いられているか

5. 論文の論理的一貫性　論文が体系的に構成されており、論理性かつ一貫性を持って記述されているか

6. 研究成果の有意義性　研究が当該領域の研究を進歩させる上での卓越した新たな知見をもたらしているか

7. 研究の展開可能性　さらなる研究につながる可能性を示しているか

8. 表現・表記・形式の適切性　学術論文として適切な表現・引用・文献挙示等が行われているか

3 つのポリシー

論理構成力に秀でた人材を、
研究の世界へ、社会実践の場へ
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　3つの専攻をまたがった科目を各専攻の学習指導担当者が相談して設置を提案したり、単一専攻内での複数の教員間、並びに専攻を

越えた教員間での共同研究を推進するためのプロジェクト科目が準備されていたりすることも、大きな特徴となっています。

その他の横断的カリキュラムの設定

アドミッション・ポリシー

入学者受入れ方針
　学際性を特色とする独立大学院として、学内各学部卒業生はもとより、広く国内他大学の卒業生を受け入れています。学部時代の専

門分野は問いません。しっかりとした問題意識と研究科での履修についていける充分な基礎学力があれば入学できます。また、外国人留

学生については特別な配慮もして、入学後も丁寧なフォローアップ指導体制を採っています。さらに、教育学専攻では、現職教員枠の入

試を実施しています。これは、現職の教員の方を対象とする専門的職業人のリカレント教育を目的としていて、入学選考の方法も一般入

試とは異なる入試を実施しています。

カリキュラム・ポリシー

　心理学専攻では、修士号を取得するに当たっては、１）高度な専門的知識の獲得、２）実験的応用的研究の実施を可能とする専門的

技法の獲得、３）周辺領域へと接続可能な幅広い知識の運用能力の獲得、４）将来にわたって社会的に貢献できる資質の獲得、が必要

です。また博士号を取得するに当たっては、上記に加えて、５）高度な学術研究を行うための課題設定・研究計画立案・研究遂行の能力

を獲得することが必要です。

心理学専攻
　教育学専攻では、修士号を取得するに当たっては、１）高度な専門的知識の獲得、２）理論的、実証的研究を実施することを可能とする

専門的技法の獲得、３）周辺領域へと接続可能な幅広い知識の運用能力の獲得、４）将来にわたって社会的に貢献できる資質の獲得、

が必要です。また博士号を取得するに当たっては、上記に加えて、５）高度な学術研究を行うための課題設定・研究計画立案・研究遂行

の能力を獲得することが必要です。

教育学専攻

　教育学専攻は、教育哲学、教育史、教育心理学、比較教育学の4 分野から成っていますが、教育という視座から人間形成を研究する

という共通性があることから、どの分野を中心に研究をするのであっても、修士課程では教育学演習を、博士課程では教育学特殊演習を

履修することになっています。

　教育哲学分野では、教育哲学・教育思想史に関する講義・演習科目が設置され、講義科目では教育哲学研究の動向に関する幅広い

知識の獲得が、演習科目では文献解釈の専門的技法の修得と、教育哲学的ないしは教育思想史的な課題設定・計画立案・研究遂行の

獲得が目指されています。

　教育史分野は、日本教育史に関する講義・演習科目が設置されています。実証史だけでなく、日本教育思想史に関する内容も扱われます。

　教育心理学分野は、教育心理学に関する講義・演習科目が設置されているだけでなく、実習科目である教育心理学実習も設置されて

います。講義科目は、他の分野よりも多く設置されており、学習心理学、行動遺伝学、青年心理学など、内容は多岐にわたります。なお、演

習科目は、複数の専任教員が一緒に担当しており、その授業は教育心理学分野の実質的な共通科目になっています。

　比較教育学分野は、比較教育学の方法や教育改革の比較研究などを内容とした講義・演習科目が設置されています。高等教育研究、

日米比較が中心となっています。

　いずれの分野でも社会学研究科委員を中心として講義・演習を行なっていますが、国内外の著名な研究者が非常勤講師、特別招聘

教授として毎年、授業を担当しています。

カリキュラムの設定
　講義科目として「実験心理学特論（特殊研究）」「基礎心理学特論（特殊研究）」「計量行動学特論（特殊研究）」「基礎行動学特論（特

殊研究）」「神経科学特論（特殊研究）」（特論は修士課程、特殊研究は後期博士課程、必要に応じ併設）を設け、社会学研究科委員を中

心として講義を行っており、最新のトピックや関連領域の学問の現在については国内外の著名な研究者を毎年非常勤講師、特別招聘教

授として数名招くことで、国際的にも高いレベルと評価される専門的知識の伝達に力を注いでいます。

　また、中軸科目である行動分析学、知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生物心理学、認知神経科学については、毎年、関連する演

習及び特殊演習（それぞれ修士課程と後期博士課程、必要に応じて併設）を開講し、関連する専門的論文を読みこなすと同時に、実験

的応用的技法を学習します。同様に修士課程における「心理学特殊実験」では、実験演習科目を受講している学部生に対して教員と共に

実験指導を行い、その実践を通して基礎知識の再点検を行うと共に、ある種の「教育実習」としての機能を持たせるよう工夫しています。

「臨床心理学特論（特殊研究）」「精神動作研究」「行動修正実習」は、主に周辺領域へと接続可能な幅広い知識や社会的に貢献できる

資質の獲得を目指したものですが、一部は応用的技法の学習とも重なっています。また、社会学研究科の特徴としての学際性から、他専

攻設置の科目も周辺領域の知識獲得に大いに寄与しています。

　心理学専攻各課程に所属する学生は、指導教員と相談の上で、自分の専門分野以外の関連科目を履修することが常態となっており、

演習も含めた各科目では、実験心理学の異なる領域で修士号や博士号を取得しようとする学生が共に学び、議論するような環境となっ

ています。

カリキュラムの設定
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　社会学研究科には3つの専攻があります。

　社会学専攻は、社会学だけでなく、文化人類学・民俗学、社会心理学、コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究など、多様な

分野を含んでいます。社会学領域だけを取り出しても、理論／歴史／階層／家族／都市／文化／グローバリゼーションなど、マクロ

／ミクロの両領域、あるいは質的／量的アプローチなど、広範な領域にわたっており、相補的、対抗的な諸方法が出会う場となっています。

　心理学専攻は、実験心理学の研究方法を基礎とした実証研究が中心となっています。厳密な実験と徹底的なデータ分析が可能な、実証

科学としての心理学を追究する大学院生の養成を目指しています。専任教員が専門とする領域は、基礎的な実験心理学から、行動分析学、

知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生物心理学、認知神経科学までを網羅しています。

　教育学専攻では、教育哲学、教育史、比較教育学、教育心理学の4つの領域にわたる高度な研究・教育の実現を目指して、文学部教育

学専攻と教職課程センターの専任教員によって研究科委員を構成しています。教育研究を狭く学校教育に限ることなく、広く人間形成に

関わる様々な営みを、方法的には理論的、歴史的あるいは実証的・実験的に研究することが目指されています。

　いずれの専攻も学部とは独立した研究教育を行うため、教授の所属は文学部人間関係学系にとどまらず、経済学部、法学部、環境情報

学部、教職課程センター、本塾の各研究機関など多岐にわたっています。

養成する人材像
　社会学研究科は、本塾建学の精神に則り、社会学、心理学、教育学分野に関する深い専門性と広い学際性を備えた学識を

授け、高い見識を持って第一線で活躍する研究者および高度の専門性を備えた職業人を育成することを目的とする。修士課程

は、社会学、心理学、教育学分野において研究活動を行ううえで必要な基礎的な研究能力および高度の専門性が求められる職

業を担うために必要な能力を養うことを目的とする。後期博士課程は、社会学、心理学、教育学分野について、研究者として自立

して研究活動を行い、その他の高度に専門的な業務に従事するために必要な卓越した研究能力およびその基礎となる豊かな学

識を養うことを目的とする。

　社会学専攻は、人間行動・社会・文化に関する深い専門性と広い学際性を備えた学識を授け、高い見識を持って第一線で活

躍する研究者および高度の専門性を備えた職業人を育成することを目的とする。

　心理学専攻は、厳密な実証科学としての心理学を知識と技法の両側面から習得し、高い見識を持った自立した研究者を育成

すること、および高度に専門的な業務に従事する職業人を育成することを目的とする。

　教育学専攻は、教育という関心と視座から広く人間形成に関わる営みを理論的、歴史的および実証的・実験的な方法によっ

て探究する研究者・高度専門職業人を育成することを目的とする。

教員紹介
担当者 専門分野 主要著作

文学部教授

李　光鎬
Kwangho Lee

メディア・コミュニケーション研究
普及学
社会心理学

『テレビニュースの世界像』（共著，勁草書房，2007）、『テレビという記憶』（共著，新曜社，2013）、Diasporic 
identity and media consumption among Korean-Chinese diaspora: The case of Shanghai and Tokyo

（Keio Communication Review No.36，2014）、「ツイッター上におけるニュースの普及−どのようなニュースを
誰がリツイートするのか −」（『メディア・コミュニケーション』No. 65，2015）、『領土としてのメディア』（慶應義
塾大学出版会, 2016）、『メディア・オーディエンスの社会心理学』（共著，新曜社，2017） 

メディア・コミュニ
ケーション研究所教授

李　津娥
Jinah Lee

広告研究
メディア心理学
社会心理学

『政治広告の研究 –アピール戦略と受容過程–』（新曜社, 2011）、『メディアとジェンダー』（共著, 勁草書房, 
2012）、『メディア・オーディエンスの社会心理学』（共著, 新曜社, 2017）、Japanese Political Advertising in a 
Changing Media and Electoral Environment、Routledge Handbook of Political Advertising (Routledge, 
2017)、Gender, Politics, and News in Japan、The International Encyclopedia of Gender, Media, and 
Communication (Wiley Blackwell, forthcoming)

文学部教授

稲葉　昭英
Akihide Inaba

家族社会学
計量社会学
社会統計学
社会福祉学

『現代家族の構造と変容』（共編著， 東京大学出版会，2004）、“Depression in the United States and Japan: 
Gender, marital status, and SES patterns”.（Social Science and Medichine, 2005）、『 社 会 福 祉 研
究法』（共著，有斐閣，2006）、「NFRJ98/03/08から見た日本の家族の現状とこれから」（『家族社会学研究』， 
2011）、「わが国における家族の動向とその将来について」（『家庭裁判月報』， 2013）、『日本の家族：1999-
2009』（共編著, 東京大学出版会 ,2016）

文学部教授

今井　芳昭
Yoshiaki Imai

社会心理学 
対人影響論 
社会的影響力研究 

『依頼と説得の心理学』（サイエンス社，2006）、「対人交渉と説得」（共著『コミュニケーションと対人関係』，誠信書房，
2010）、『影響力』（光文社新書，2010）、「社会心理学における対人的影響研究の動向と今後の課題」（『哲学』，125，
2011）、「対人的影響・社会的影響」（共著『心理学研究法5』，誠信書房，2012）、「消費生活相談に役立つ社会心理学」

（『国民生活』, 2017-2018）、『説得力－社会心理学からのアプローチ－』（新世社, 2018）

　修士課程では、社会科学方法論、社会調査論、社会学史特論・演習など、社会学研究の基礎的枠組み構成に関連する科目、および個別的なテーマや領域

を研究する特論（講義）科目、演習科目が置かれています。後期博士課程ではこの個別的テーマや領域研究をさらに深めるために特殊研究（講義）、特

殊演習が設置されています。具体的な研究テーマや領域には、社会学理論・社会学史研究などの理論・学説研究をはじめ、民族・エスニシティー、

都市・地域、社会史、グローバリゼーション、ポストモダン、家族、生活史・生活構造、文化、階層、医療、消費者行動、合理的選択などがあり、個々

の人間存在に関連する問題からグローバルな社会変動に関連する問題にまで、社会と人間に関する多元的で多様な理論的、実証的研究が行われ

ています。研究科委員には文学部の教員だけでなく経済学部、法学部、各研究機関に所属する教員も含まれ、学際的な研究、教育が行われています。 

社会学

文化人類学・民俗学
　文化人類学は、修士課程では学説史、方法論、調査法、特定の研究課題、地域研究など、基礎から応用まで幅広い分野を総合的に把握する科目を

設置しています。研究主題は家族、親族、宗教、政治、医療、祭祀芸能、口頭伝承、民族、エスニシティー、移民、移動、植民地主義、観光、文化遺産、サブカ

ルチャー、ジェンダー、グローバル化、科学論など多岐にわたります。また、広義の日本研究を行う民俗学に関する科目も設置しています。文化人類学と民俗

学の両方を学ぶことで、異文化を理解し、日本と外国を比較する視点が養われるでしょう。後期博士課程では、各自の研究主題について、実証的なデータと

理論的考察を結び付けて更に考察を深めていきます。文化人類学・民俗学では、質的調査による一次データを重視するため、後期博士課程を中心にフィー

ルドワークを組み込みます。各自の関心に基づき国内外で調査を行い、グローバル化により急速に変化する文化と社会の実態について考察を進めます。 

コミュニケーション／マス・コミュニケーション研究
　この分野では、様々なコミュニケーション過程や現象に関する研究・教育を行っています。修士課程には、特論（講義）と演習が設置されてお

り、より具体的にはメディア利用行動、情報行動、マス・コミュニケーション、ニュースの生産過程とジャーナリズムなどの諸問題の検討が展開さ

れています。後期博士課程には、これらの諸問題のより高度な検討が展開されている特殊研究（講義）と特殊演習が設置されています。また、社

会学特殊研究・演習という科目名でマス・コミュニケーションに関する科目が設置されることもあります。

社会心理学
　この領域では、社会心理学の諸領域についての研究・教育を行っています。修士課程には、特論（講義）科目と演習科目が用意され、対人行動

（対人コミュニケーション、依頼・説得などの対人的影響、ソーシャル・サポート、対人魅力、 対人葛藤など）、ゲーミング、集団心理、キャリア発達、

調査法など、社会心理学および産業・組織心理学の諸問題に関する検討が展開されています。後期博士課程には、修士課程の科目に対応するより

個別的かつ高度で深い内容や検討が求められる、特殊研究（講義）科目および特殊演習科目が設けられています。学生は、主に質問紙調査や実験、

面接調査によってデータを収集し、統計的な分析を用いるなど実証的検討を行っています。  

　社会学専攻は社会学研究科では最も早く、1951（昭和26）年4月5日に開設されました。当時から学部を越えて幅広い調査研究を進めることを

考え、文学部・経済学部・法学部の関連教員を主体に学部とは独立した形でつくられました。こうした独立大学院の姿勢は現在に至るまで貫かれ、

また単に学部のみでなく教職課程センター、本塾の各研究機関とも密接な関係を有し、研究科委員にはこれらと兼任している者も少なくありません。 

社会学専攻 Sociology

概要と特色
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担当者 専門分野 主要著作
法学部教授

大石　裕
Yutaka Oishi

マス・コミュニケーション論
政治コミュニケーション論
ジャーナリズム論
情報社会論

『ジャーナリズムとメディア言説』（勁草書房，2005）、『マス・コミュニケーション研究』（監訳，慶應義塾大学
出版会，2010）、『戦後日本のメディアと市民意識』（編著書，ミネルヴァ書房，2012）、『メディアの中の政治』

（勁草書房，2014）、『コミュニケーション研究（第 4 版）』（慶應義塾大学出版会，2016）、『批判する/ 批判さ
れるジャーナリズム』（慶應義塾大学出版会，2017）

法学部教授

大久保　教宏
Norihiro Okubo

宗教学
宗教史学
宗教社会学
ラテンアメリカ研究

『プロテスタンティズムとメキシコ革命 ―市民宗教からインディヘニスモへ』（新教出版社， 2005）、 『歴史の中の
「アメリカ」 ―国民化をめぐる語りと創造』（共著，彩流社，2006）、 Civic Identities in Latin America?（共著，慶應
義塾大学出版会，2008）、『ラテンアメリカ 出会いのかたち』（共編著，慶應義塾大学出版会，2010）、『世俗化後の
グローバル宗教事情』（共著，岩波書店，2018）

経済学部教授

太田　淳
Atsushi Ota

インドネシア社会経済史
東南アジア地域研究

『近世東南アジア世界の変容−グローバル経済とジャワ島地域社会』(単著, 名古屋大学出版会, 2014)、In the Name of 
the Battle against Piracy: Ideas and Practices in State Monopoly of Maritime Violence in Europe and Asia in 
the Period of Transition  (編 著, Leiden and Boston: Brill, 2018)、Changes of Regime and Social Dynamics in 
West Java: Society, State, and the Outer World of Banten, 1750-1830.  (単著, Leiden and Boston: Brill, 2006)

文学部教授

岡田　あおい
Aoi Okada

家族社会学
家研究
家族史
歴史人口学

『近代移行期の家族と歴史』（共著，ミネルヴァ書房，2002）、『近世村落社会の家と世帯継承 ―家族類型の変動
と回帰―』（知泉書館，2006）、『家族・都市・村落生活の近現代』（共著，慶應義塾大学出版会，2009）、『歴史人
口学からみた結婚・離婚・再婚』（共著，麗澤大学出版会，2012）、『境界を生きるシングルたち』（共著，人文書院，
2014）、『現代家族ペディア』（共著，弘文堂，2015）

文学部教授

岡原　正幸
Masayuki Okahara

現代社会論、感情社会学 
生の社会学 
障害学 
映像社会学 
アートベース・リサーチ 

『生の技法』（共著，藤原書店，1990 文庫版 生活書院，2012）、『感情の社会学』（共著，世界思想社，1997）、『ホモ・アフェ
クトス』（世界思想社，1998）、『地位と羞恥』（訳書，S・ネッケル著，法政大学出版局，1999）、『身体をめぐるレッスン』

（共著，岩波書店，2007）、『感情資本主義に生まれて』（慶應義塾大学出版会，2013）、『感情を生きる～パフォーマティブ
社会学へ』（編著，慶應義塾大学出版会，2014）、『哲学　特集アートベース社会学』（編著，三田哲学会，2017） 、『アート・
生きる・社会学～エンパワーするアートベース・リサーチ』（編著，晃洋書房，2020）、‘Arts-Based Sociology in Ph.D 
Programm’,” Arts-Based Methods in Education Research in Japan”(ed.K.Komatsu, Brill Publisher, 2021)

文学部教授

織田　輝哉
Teruya Oda

理論社会学
合理的選択理論
進化ゲーム理論
社会的公正
計量社会学

「福祉国家の時系列データ分析 ―pooled time-series dataの利用―」（『海外社会保障情報』，2003）、『社会を
＜モデル＞で見る 数理社会学への招待』（共著，勁草書房， 2004）、『＜社会＞への知／現代社会学の理論と方法

（上・下）』（共編著，勁草書房，2005）、「教育投資の規定要因と効果　学校外教育と私立中学進学を中心に」（共著，
『現代の階層社会Ⅰ 格差と多様性』，東京大学出版会，2011）、「社会学におけるゲーム理論の応用可能性」（『経済社会
学年報』，2015）

経済学部教授

神田　さやこ
Sayako Kanda

南アジア社会経済史
南アジア地域研究

『塩とインド：市場・商人・イギリス東インド会社』（名古屋大学出版会，2017）、‘Environmental changes, the emergence of a fuel 
market, and the working conditions of salt makers in Bengal, c.1780-1845’，International Review of Social History ，
55, supplement, 2010, pp.123-151.; ‘Family, caste, and beyond: the business history of salt merchants in Bengal, in 
Tomoko Shiroyama et.al., Chinese and  Indian merchants in modern Asia  (Leiden and Boston: Brill, 2020), pp.104-132.

文学部教授

北中　淳子
Junko Kitanaka

医療人類学
精神医学史
多文化間精神医学

Depression in Japan: Psychiatric Cures for a Society in Distress （単著，Princeton University Press, 2012）、『うつ
の医療人類学』（単著，日本評論社，2014）、The Rebirth of Secrets and the New Care of the Self in Depressed Japan 
(Current Anthropology 56(12)，2015)、『精神医学の哲学２：精神医学の歴史と人類学』（共編著，東京大学出版会，2016）、

「認知症病前診断時代の医療 : 医療人類学の視点から (特集 認知症超早期診断時代に求められる医療)」（『老年精神医学雑誌』　
29(5) 505-511，2018）、「語りに基づく科学：当事者／科学者の誕生」（単著，『現代思想：精神医療の新時代』44：17，2016）

文学部教授

金　柄徹
Byungchul Kim

文化人類学
東アジア地域研究

『家船の民族誌：現代日本に生きる海の民』（東京大学出版会，2003）、『いくつもの日本Ⅳ　さまざまな生業』
（共著，岩波書店，2002）、『グローバル化と変容するアジア』（共著，亜細亜大学アジア研究所，2011）、「『聖なる
義務』の行方―『兵役問題』からみる韓国社会の現在」（田中雅一・上杉妙子編『軍隊がつくる社会/社会がつくる
軍隊〈1〉』平成20－23年度科学研究費補助金（基盤研究（B））：266-273，2012）

法学部教授

澤井　敦
Atsushi Sawai

社会理論
社会学史
死と死別の社会学

『カール・マンハイム ―時代を診断する亡命者』（東信堂，2004）、『死と死別の社会学 ―社会理論からの接近』
（青弓社，2005）、Routledge Companion to Contemporary Japanese Social Theory: From Individualization 
to Globalization in Japan Today （共編著，Routledge，2013）、『死別の社会学』（共編著， 青弓社， 2015）

法学部教授

塩原　良和
Yoshikazu Shiobara

国際社会学 
多文化主義・多文化共生と 
移民・外国人住民 
ナショナリズムと排外主義 
オーストラリア社会研究 

Cultural and Social Division in Contemporary Japan（共編著，Routledge, 2019）、『分断するコミュニティ』（法政大学出版局，
2017）、『分断と対話の社会学』（慶應義塾大学出版会，2017）、『変容する国際移住のリアリティ』（共編著，ハーベスト社，2017）、『社会的分
断を越境する』（共編著，青弓社，2017）、『ナショナリズムとグローバリズム』（共著，新曜社，2014）、『共に生きる』（弘文堂，2012）、『変革
する多文化主義へ』（法政大学出版局，2010）、『社会学入門』（共編著，弘文堂，2010）、『非正規滞在者と在留特別許可』（共編著，日本評論社，
2010）、『アジア系専門職移民の現在』（共著，慶應義塾大学出版会，2009）、『ネオ・リベラリズムの時代の多文化主義』（三元社，2005） 

文学部教授

杉浦　淳吉
Junkichi Sugiura

社会心理学
環境行動論
リスクコミュニケーション論

『環境配慮の社会心理学』（単著，ナカニシヤ出版，2003）、『展望現代の社会心理学第3巻社会と個人のダイナミクス』
（分担執筆，誠信書房，2011）、『暮らしの中の社会心理学』（共編著，ナカニシヤ出版，2012）、『大学生のリスクマ
ネジメント』（共著，ナカニシヤ出版，2013）、『リスクガヴァナンスの社会心理学』（分担執筆， ナカニシヤ出版，
2014）、『社会心理学概論』（分担執筆，ナカニシヤ出版，2016）

経済学部教授

鈴木　晃仁
Akihito Suzuki

医学と医療の社会史
疾病の社会環境史

Madness at Home：the Psychiatrist, the Patient and the Family in England 1820-1860（Berkeley：
University of California Press, 2006）、Reforming Public Health in Occupied Japan, 1945-52：Alien 
Prescriptions? (London：Routledge, 2011)

法学部教授

竹ノ下　弘久
Hirohisa Takenoshita

社会階層論
計量社会学
制度と不平等

『仕事と不平等の社会学』（弘文堂，2013）、Creating Social Cohesion in an Interdependent World（共著，Palgrave 
Macmillan, 2016）、「管理職への到達をめぐる不平等」（日本労働研究雑誌, 2018）、 ‘Labour Market Flexibilisation 
and the Disadvantages of Immigrant Employment’（Journal of Ethnic and Migration Studies, 2013）、‘Family, 
Labour Market Stuctures, and the Dynamics of Self-Employment’（Comparative Social Research, 2012）

経済学部教授

武山　政直
Masanao Takeyama

サービスデザイン 
経済地理 

『サービスデザイン−共創するビジネスのつくり方』（単著，NTT出版，2017）、「サービスデザインによる公共サービスのデザ
インとイノベーション」（『行政＆情報』2017年2月号）、「サービスドミナント・ロジックとサービスデザインの実践」（『計測と
制御』Vol. 54， No.7， 2015）、「サービスデザインとプロトタイピングの仕掛学」（『人工知能学会誌』 Vol.28， No.4， 2013）、

「もう一つの現実世界のリアリティ ―バーチャルワールドと代替現実ゲームを事例として―」（『慶應義塾大学日吉紀要社会
科学』第19号，2009）、「ユビキタスコンピューティングと地理的知性」（『慶應義塾大学日吉紀要社会科学』第18号，2008） 

文学部教授

近森　高明
Takaaki Chikamori

都市社会学
文化社会学
技術社会史

『ベンヤミンの迷宮都市』（世界思想社, 2007）、『無印都市の社会学』（共編著, 法律文化社, 2013）、『都市のリアル』
（共編著, 有斐閣, 2013）、『ネットワークシティ』（分担執筆, 北樹出版, 2017）、「コールハース、ズーキン、そしてベン
ヤミン」（『法学研究』90(1), 2017）、「「地下街主義」宣言のためのノート――高度経済成長期日本の過密の文化」（『文
化人類学』82(2), 2017）

文学部教授

平石　界
Kai Hiraishi

進化心理学 「正解は一つじゃない　子育てする動物たち」（共編著, 東大出版会, 2019）、「配偶者選好における身体的魅力重視度
の男女差は消えたのか」（共著, 心理学評論, 2019）、「進化心理学を学びたいあなたへ」（監訳, 東大出版会, 2018）、
“Heritability of decisions and outcomes of public goods games” （共著, Frontiers in Psychology , 2015）、
“The second to fourth digit ratio （2D:4D） in a Japanese twin sample” （共著, Archives of Sexual Behavior,  2012）

文学部教授

三尾　裕子
Yuko Mio

文化人類学
東アジア地域研究　

『王爺信仰的歴史民族誌：台湾漢人的民間信仰動態』　（台北：中央研究院民族学研究所，2018）、『帝国日本の記憶 
―台湾・旧南洋群島における外来政権の重層化と脱植民地化』（共編著，慶應義塾大学出版会，2016）、『グローバリ
ゼーションズ ―人類学・歴史学・地域研究の現場から』（共編著，弘文堂，2012）

文学部教授

森川　剛光
Takemitsu Morikawa

理論社会学
社会学史
知識社会学
文化社会学
世界社会論

(As author): Human rights as indicator for the differentiation of centre, semiperiphery and periphery in the 
world society. A contribution to world society studies, in: Em Tese (2018) 15 (2): pp.137-162; Handeln, Welt 
und Wissenschaft. Zur Logik, Erkenntniskritik und Wissenschaftstheorie für Kulturwissenschaften bei Friedrich 
Gottl und Max Weber , DUV, 2001; (As editor): Verzeihen, Versöhnen, Vergessen. Soziologische Perspektiven , 
transcript, 2018; Die Welt der Liebe. Liebessemantiken zwischen Globalität und Lokalität, transcript, 2014.

教員紹介
担当者 専門分野 主要著作

文学部教授

伊澤　栄一
Eiichi Izawa

動物心理学
神経行動学
比較認知神経科学

“Different patterns of allogrooming between same-sex and opposite-sex in non-breeder groups of 
wild-caught large-billed crows” (共著, Ethology, 2020)、“Rapid adjustment of pecking trajectory to prism-
induced visual shifts in crows as compared to pigeons” (共著, Journal of Experimental Biology, 2019)、

「もう一つの高次脳システムの出現 鳥類の脳」(村上他編,『遺伝子から解き明かす脳の不思議な世界』,一色出版, 2018)

文学部教授

梅田　聡
Satoshi Umeda

認知神経科学
神経心理学
認知心理学

“Memory in the social context: Brain, mind, and society.” （共編，Springer，2017）、『共感』（編著，岩
波書店，2014）、「感情と身体」（編著，心理学評論，2014）、『「あっ、忘れてた」はなぜ起こる: 心理学と脳科学か
らせまる』（岩波書店，2007）、『境界知のダイナミズム』（共著，岩波書店，2006）

文学部教授

川畑　秀明
Hideaki Kawabata

感性科学
神経美学・実験美学
認知神経科学
知覚・認知心理学

『美感：感と知の統合』（共著，勁草書房，2018）、『情動と言語・芸術：認知・表現の脳内メカニズム』（共編著，朝倉書店，2018）、“Preferential 
access to awareness of attractive faces in a breaking continuous flash suppression paradigm”（共著，Consciousness and 
Cognition, 2018）、“Transcranial direct current stimulation over the medial orbitofrontal cortex–the left primary motor 
cortex (mOFC-lPMC) network affects subjective beauty but not ugliness” （共著，Frontiers in Human Neuroscience, 
2015）、『脳は美をどう感じるか ：アートの脳科学』（筑摩書房，2012）、『認知心理学』（共著，有斐閣，2010）、“The neural correlates 
of desire”（共著，PLoS ONE, 2008）、“Neural correlates of beauty”（共著，Journal of Neurophysiology，2004）

経済学部教授

中野　泰志
Yasushi Nakano

実験心理学
知覚心理学
視覚障害学

「教育や福祉の観点からの視機能評価」（高橋広編『ロービジョンケアの実際-視覚障害者のQOL向上のために』, 
2015）、「見る機能の発達とそれを阻害する要因」（香川邦生・千田耕基編『小・中学校における視力の弱い子どもの
学習支援』教育出版，2009）、「障害を併せもつロービジョン児のケア」（樋田哲夫編『眼科プラクティス 14』，文光堂，
2007）

文学部教授

皆川　泰代
Yasuyo Minagawa 

認知神経科学
言語心理学
発達心理学
発達認知神経科学

“Optical imaging can shed light on language brain function” in Ed. by de Zubicaray & Schiller “Oxford 
Handbook of Neurolinguistics”（共著，Oxford University Press, 2019）、『聞くと話すの脳科学』（共著，コロナ
社，2017）、“Cerebral lateralization for speech processing assessed with Near Infrared Spectroscopy: 
typical and atypical development” in “Frontiers in Developmental Psychology Research”（共著，ひつじ
書房，2016）、「脳科学からの示唆」（単著，田島他編『新・発達心理学ハンドブック』福村出版社，2016）

文学部教授

山本　淳一
Junichi Yamamoto

発達心理学
臨床発達心理学
応用行動分析学
発達障害学

「ことばの獲得」（単著, 武藤崇編「臨床言語心理学の可能性」晃洋書房, 2019）、自閉スペクトラム症幼児の保護者を対象にした「アプ
リを用いたペアレントトレーニング」の効果 : 地域型発達支援モデル」（共著, 日本小児心身医学会雑誌,2019）、「Sentence reading 
comprehension by means of training in segment-unit reading」（共著，Behavior Analysis in Practice, 2018）、「Facilitating 
social play for children with PDDs　: Effects of Paired Robotic Devices」（共著，Frontiers in Psychology，2017）、

「Contingent imitation increases verbal interaction in children with autism spectrum disorder」（共著，Autism，2016）

　本塾における心理学の講義は1877（明治10）年に始まり、1926（昭和元）年には実験室が開設され、動物実験室は戦後の1952（昭和27）年につく

られています。実験心理学の祖であるヴントがライプツィヒに実験室を創設したのが1879（明治12）年であることを考えれば、慶應義塾における長い心

理学の歴史を感じとることができると思います。創設者の横山松三郎以来、本塾における心理学は様々な変貌を遂げてきましたが、いたずらな思弁を排

した、厳密な実験と徹底的なデータ分析による実証研究の伝統は我々が誇る学風です。本塾では、これまでに多くの優れた心理学者を輩出してきまし

た。国外で教鞭をとっている者も少なくなく、また、行動薬理学や神経科学などの隣接領域に進出して第一人者になっている者もいます。

　本研究科における心理学専攻は、そのような伝統を踏まえた実験心理学を主とした専攻です。院生は講義・演習の授業に参加するとともに、自ら

実験を行うことにより研鑽を積むことになります。実験は、院生自身のアイディアに基づく修士論文あるいは博士論文の研究と、各指導教授が主宰す

る研究への参加という2つの形態があり、前者では問題発見能力と独創性を身につけ、後者で様々な技法や、将来自身で研究室を主宰するように

なった場合の研究運営の方法を学びます。つまり、講義・演習を中心とする「知識の習得」と、研究指導を中心とする「技能・方法の習得」の両方にわた

る教育が行われています。

　本専攻の実験室は三田・綱町・日吉の3カ所に分かれており、三田では主として人間の認知・行動・発達に関する研究が、大学院実習室では定型

発達児、発達障害児の研究と、行動修正学、臨床発達心理学の実習と研究が行われています。実習室での臨床経験によって、臨床発達心理士の取

得を目指す学生も多くいます。綱町には動物実験室があり、行動実験・生理実験・薬理実験が、また、日吉では知覚や認知神経科学などの研究が行

われています。主たる研究領域としては、行動分析学、知覚心理学、認知心理学、発達心理学、生物心理学、認知神経科学があります。

　一方では幅広い視野を養ってもらうために、非常勤講師を招いて、神経科学、行動計量学、精神動作学、臨床心理学、発達障害学、精神医学、応

用行動分析学などの講義を行っています。また「心理学コロキウム」として、教員、若手研究員、大学院生全員が参加する研究発表の場を設けており、

院生が研究をまとめ発展させる上で、貴重な機会となっています。

　さらに、国際的な視野をもって研究を進めてもらうために、国際学会での研究発表や英語論文の執筆が奨励されているだけでなく、機会をとらえ

て、海外の著名な学者を特別招聘教授やゲストとして招き、講義や演習、講演会を行っています。
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　社会学研究科実習室（以下、実習室）は、大学院生の実習施設として設立されました。当初は、三田キャンパス内、現在の南館のある場所の
1 階に建築された一軒家の建物。これは、臨床心理学研究において、来談者（クライエント）の方と大学生との動線が交差しないよう、プライ
バシーを確保するための配慮でした。
　以来、大学院生の修士論文、博士論文の研究など、教育目的で活発に利用されてきました。設立時から、以下のような研究が、実習室を
活用して行われています。社会学専攻が主導してきた、カウンセリング技法・心理アセスメント技法の習得、パーソナリティ研究、実験社会心理
学研究。心理学専攻が主導してきた、行動修正実習授業、行動療法技法の習得、発達障害児支援の実践と研究。教育学専攻が主導して
きた、幼児や成人の知能検査実習、ふたご調査研究、幼児の集団活動研究。
　その後、いくつかの移転を経て、2011年に現在の南別館3階に拠点を構えることになりました。現在の実習室は、集団で子どもたちが遊べる

「プレイルーム」、個別発達支援に利用しやすい「訓練室」、青年や成人の方たちとの面談、聞き取り調査、基礎実験ができる「面談室１」、「面談
室２」からなっています。また、研究データの保管のための保管室もあります。
　プレイルームと訓練室は、ワンウェイミラーで仕切られていて、両室の様子をモニターするための「観察室」があり、相手から意識されずに
データの収集や母子並行面接などが可能になっています。2015年には、プレイルームと訓練室を観察室からモニターし、映像をデジタル動画
として記録するデジタル・モニタリング・レコーディング・システムが導入されました。
　また、心理検査、発達検査、言語検査、認知機能検査、運動検査、適応行動検査、ストレス検査など、日本で用いられている検査の多くを
所有しており、大学院生の教育と研究に供しています。
　大学院生の実習時間を確保するため、実習は授業時間以外にも活発に行われています。例えば、2001年から開始された「臨床発達心理士」

（一般社団法人臨床発達心理士認定運営機構）の資格認定には、修士課程での関連分野の単位取得と同時に200時間の実習経験が要件
となっています。実習室での発達支援の実習授業は、資格取得のために不可欠なものです。2017年度までに、9名の大学院生、1名の研究
員が、実習室で実習経験を積み、「臨床発達心理士」の資格を取得し、研究職として、あるいは専門職として発達臨床現場で活躍しています。
現在も、多くの大学院生が取得準備を進めています。
　研究に目を向けると、双生児を対象にした観察・調査研究が進められています。データ収集のためには、実習室のモニタリング・システム
が不可欠です。また、乳幼児の神経科学的研究を進める大学院生も増えてきています。実習室に設置されている近赤外分光装置（NIRS）、
視線追跡装置などを用いた実験研究も活発に行われています。また、工学研究グループと共同で、モーションキャプチャーによる運動、社会的
相互作用解析もスタートしました。
　今後も社会学研究科実習室では、文理融合型の学問の独創性を活かしつつ、大学院生が将来
の研究、実践現場で活躍するための教育基盤をさらに充実させていきます。

社会学研究科  山本 淳一
（心理学専攻教授・社会学研究科実習室運営委員長）

研究力と実践力を鍛える社会学研究科実習室

　社会学研究科教育学専攻修士課程では、2005 年度から現職教員を対象とした入学試験を行っています。これは、現職教員の大学院
修士課程における学習の機会を増やすために、大学院修学休業制度（http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyuugyou/syuugaku.
htm）が実施されたことに鑑み、積極的に現職教員を受け入れ、教育についての専門的な研究を行うことによって、教員としての資質能力の
向上を図ろうとするものです。就学に際しては、各教育委員会の大学院派遣研修制度や、大学院修学休業制度をご活用ください。

【出願資格】詳細な出願資格については、入学試験要項をご覧ください。
【教育方法】授業は基本的に月曜日から土曜日に開講されています。ただし、勤務先等の事情で時間に制約がある学生に対しては、夜間その他
特定の時間または時期において授業や研究指導を行う等、柔軟に学習機会を提供しています。一年間の休業の後、二年次に職場復帰する
ことも可能です。

【修了要件】本研究科は専門職大学院ではなく、いわゆる学術大学院であるため、現職教員枠で入学した場合でも修了に必要な単位数や
修士論文の執筆、与えられる学位などは、大学院社会学研究科教育学専攻修士課程と同じです。詳細につきましては、履修案内（https://
www.students.keio.ac.jp/mt/class/registration/）をご覧ください。

【専修免許の取得】国語科・英語科・社会科の中学校専修免許状、国語科・英語科・地理歴史科・公民科の高等学校専修免許状が取得でき
ます。そのほかの教科・学校種についても、取得できる場合もありますので、各都道府県教育委員会にお問い合わせください。

【現職教員枠修了者の主たる勤務地】東京都、埼玉県、群馬県、香川県、鹿児島県、横浜市、そのほか各私立学校

現職教員入学試験について
　大学院社会学研究科の教育学専攻は、1961（昭和 36）年の修士課程開設に始まり、1963（昭和 38）年の博士課程設置を経て今日に至って

います。「教育」というと小学校や中学校など、学習者の将来の生活のための一般的な準備を行う機関における教育のことを指すと受けとられがち

ですが、本専攻は開設以来、広く人間形成に関わる様々な営みを、方法的には理論的、歴史的あるいは実証的・実験的に研究すること、またそうした

能力を有する研究者や教育者を育成することを目指して研究・教育を行ってきました。これを慣用的な用語で言い換えるならば、そこには教育哲学・

教育思想史、教育史、比較教育学そして教育心理学などの分野が含まれることになります。

　教育哲学の領域では主として教育理論や研究方法の学理論的考察および欧米の教育思想の研究が、教育史の領域では日本教育史を中心に教育の

歴史的研究が、また、比較教育学の領域では教育制度論、学校論、高等教育論などを巡って、さらにこの点でのグローバルな比較学的分析が、主たる

研究領域となっています。そして教育心理学分野では、それぞれの領域での専門的トレーニングと並行して、人間の高次認知の形成や援助という関心

から研究することが中心ですが、それと密接に関連する認知科学、理論言語学、人間行動遺伝学、文化心理学などとの接点に関する研究も含まれて

います。本研究科では特に、概念発達、言語獲得、熟達化、個人差などについての研究が活発に行われ、その成果は国内外で注目されています。

　しかしいずれにしても私達が最も大切だと考えていることは、「教育」という関心と視座から行う人間研究ということです。院生・スタッフともにこの

関心を高め共有しあおうとするところに本専攻の特色があります。

　本専攻の授業は、本研究科委員（文学部、教職課程センター所属）が主に担当しますが、それに加えて本塾大学他学部・諸研究所所属の専任教

員、他大学・研究機関所属の非常勤講師が担当することがあります。授業形態は講義・演習および実験・実習から成り立っており、とりわけ教育心理

学の領域では実験や統計的処理等の学習を通じてこうした研究能力を高めることが期待されています。さらに本専攻では、院生を中心に修了生、教

授スタッフをメンバーとする教育研究体として三田教育学会を組織し、研究情報の交換や相互の研鑽を目的に、研究発表会や研究誌の刊行といっ

た活動を行っています。

教育学専攻 Education

教員紹介
担当者 専門分野 主要著作

文学部教授

安藤　寿康
Juko Ando

教育心理学
行動遺伝学
双生児研究
進化教育学

『なぜヒトは学ぶのか－教育を生物学的に考える』(講談社, 2018)、『日本人の9割が知らない遺伝の真実』（SB
クリエイティブ，2016）、『遺伝と環境の心理学 ―人間行動遺伝学入門』（培風館，2014）、『遺伝子の不都合な
真実 ―すべての能力は遺伝である』（筑摩書房，2012）、『遺伝マインド ―遺伝子が織りなす行動と文化』（有斐閣，
2011)、“Two cohort and three independent anonymous twin projects at the Keio Twin Research 
Center (KoTReC)”(Twin Research and Human Genetics，in press)、“Evolutionary and genetic basis 
of education：An adaptive perspective.”（教育心理学年報，2009）

教職課程センター教授

鹿毛　雅治
Masaharu Kage

教育心理学 
動機づけ論 
授業論 
教育評価論 

『授業という営み―子どもとともに「主体的に学ぶ場」を創る』（教育出版，2019）、『学習意欲の理論 ―動機づけ
の教育心理学』（金子書房，2013）、『子どもの姿に学ぶ教師 ―「学習意欲」と「教育的瞬間」』（教育出版，2007）、

『「授業研究」を創る―教師が学びあう学校を実現するために』（共編著，教育出版，2017）、『パフォーマンス
がわかる 12 の理論』（編著，金剛出版，2017）、『モティベーションをまなぶ 12 の理論』（編著，金剛出版，
2012）、『教育心理学』（編著，朝倉書店，2006）、『教育心理学の新しいかたち』（編著，誠信書房，2005）

教職課程センター教授

佐久間　亜紀
Aki Sakuma

教育方法学
教師教育論
アメリカ教育史
女性史

『アメリカ教師教育史－教職の女性化と専門化の相克－』（東京大学出版会，2017, 平塚らいてう賞受賞）、
『現代の教師論』（共編著, ミネルヴァ書房, 2019）、『講座教師教育学III教師として生きる』（共編著，学文社，
2002）、『現代日本の教師』（共著，放送大学出版会，2015）、『教育の方法・技術』（共著，学文社，2014）、『グロー
バル化・社会変動と教育－文化と不平等の教育社会学』（共訳書，東京大学出版会，2012）、『教師という仕事』（共著，
日本図書センター，2009）、『国家・共同体・教師の戦略－教師の比較社会史』（共著，昭和堂，2006）、『教師教育
改革のゆくえ－現状・課題・提言』（共著，創風社，2006）、『これからの教育と大学』（共著，東京学芸大学出版会，2001）

文学部教授

真壁　宏幹
Hiromoto Makabe

人間形成論
ドイツ近現代教育思想史
ワイマール期芸術教育思想研究
バウハウス研究

「ワイマール共和国期芸術教育の変遷とその思想的背景 ―時代区分の試み―」（『哲学123集』三田哲学会，
2010）、Erinnerung im Zwischenreich.−Über das Interesse Paul Kless an Kinderzeichnungen und 
Kindersprache. In:C.Dietrich ／ H-R.Müller(Hrsg.)，Die Aufgabe der Erinnerung in der Paedagogik，
Julius Klinkhardt，2010、「シュタイナーのシラー解釈からシラー『美育書簡』再考へ」（教育思想史学会『近代教育
フォーラム』第21号，2012）、「共感覚はなぜ人を惹きつけてきたか」（東京都現代美術館編『アートと音楽』アート
フィルム社，2012）、ミヒャエル・パーモンティエ『ミュージアム・エデュケーション』（単訳，慶應義塾大学出版会，
2012）、クラウス・モレンハウアー『回り道』（共訳，玉川大学出版部，2012）、真壁宏幹編『西洋教育思想史』（編著,
慶應義塾大学出版会,2016） 

文学部教授

松浦　良充
Yoshimitsu Matsuura

比較大学史・大学論
高等教育思想史
アメリカ教育史
教育学教育論

『現代教育の争点・論点』（編著，一藝社，2015）、『対話の向こうの大学像』（共著，岩波書店，2014）、『教員養成を
哲学する』（東信堂，2014）、『教育思想史で読む現代教育』（勁草書房，2013）

文学部教授

山本　正身
Masami Yamamoto

日本教育史
日本教育思想史
江戸儒学史

『伊藤仁斎の思想世界 ―仁斎学における「天人合一」の論理―』（慶應義塾大学三田哲学会，2015）、『日本教育史 
―教育の「今」を歴史から考える―』（慶應義塾大学出版会，2014）、『仁斎学の教育思想史的研究』（慶應義塾
大学出版会，2010）、『人物で見る日本の教育（第二版）』（共著，ミネルヴァ書房，2015）、『アジアにおける「知の
伝達」の伝統と系譜』（編著，慶應義塾大学言語文化研究所，2012）、『教育思想史』（共著，有斐閣，2009）

教職課程センター教授

米山　光儀
Mitsunori Yoneyama

近代日本教育史
社会教育史、教育運動史
教師教育史

『上田自由大学とその周辺』（共著，郷土出版社，2006）、『慶應義塾史事典』（共編，慶應義塾，2008）、『福澤諭吉事
典』（共編，慶應義塾，2010）、『道徳教育への招待』（共著，ミネルヴァ書房，2012）、『近代日本と福澤諭吉』（共著，
慶應義塾大学出版会，2013）、『社会教育の基礎―転形期の社会教育を考えるー』（共著，学文社，2015）、『慶應
義塾150年史資料集』第2巻（共編，慶應義塾，2016）
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大学院生の声教員からの研究レポート

　私たちは、メディアのオーディエンスとして様 な々メディアコンテンツを消費しています。消費者、生活者、有権者としての価値判断や

意思決定において、また、自己、他者、社会に対する認識において、私たちはメディアをどのように利用し、どのような影響を受けている

か。こうした問題にメディア心理学の視点から研究しています。大学院の博士課程では、広告のエンターテインメント性に注目し、広

告に対するユーモア知覚が広告効果過程に及ぼす影響について研究をしていました。今は、引き続き、多様化するメディアや企業環

境を踏まえ、人・コト・モノをつなぐ広告や関連するメディアコンテンツがどのように発信、共有され、消費者としての私たちの心と行動

にどのような影響を及ぼしているかについて研究を行っています。広告は社会問題や政治に関する情報を伝え、説得を行うコミュニ

ケーションでもあります。政治広告や政治キャンペーンが有権者の意識や行動に及ぼす影響も私の重要な研究テーマです。政治コ

ミュニケーションに関しては、女性政治家とメディア、政治志向による政治情報の消費と共有などの研究にも取り組んできました。メ

ディア・コンテンツは、国内のみならず、国や文化を超え消費されています。トランスナショナルな空間に生きるディアスポラが、文化

的アイデンティティを維持し再構築する上で、母国メディアの利用がどのような意味を持つかについても研究を行なっています。

メディアの社会心理学から人間と社会を探求する

社会学研究科 社会学専攻

李 津娥 教授

　私は修士課程まで他大学に在籍し、博士課程から社会学研究科

教育学専攻に入学しました。なぜ、博士課程から慶應義塾に来たのか。

それは、自らの研究テーマである「数学の問題解決における動機づけ

や感情の機能」を教育心理学のみならず、広く「教育学」や「社会学」、

「心理学」の見地からブラッシュアップできると考えたからです。

　本学の研究環境には、大きく3つの特長があります。1つ目は、自らの

研究についてディスカッションする機会が多いことです。指導教員や

研究室のメンバーだけではなく、研究領域や分野が大きく異なる方と

ディスカッションするため、より多様な観点から自らの研究を捉えること

ができます。2つ目は、「教育学」だけではなく、「社会学」や「心理学」、

さらには自らの興味がある他学部・専攻の講義・演習を履修できること

です。様々な分野の研究動向や手法を習得できるため、より多角的な

研究へのアプローチが可能になります。3つ目は、図書館が充実してい

ることです。書籍やジャーナルが充実しているので、文献調査をしやす

い環境にあります。

　最初はわからないことや戸惑うことも多いかと思います。しかし、本学

は研究環境がとても充実しており、周りから手厚いサポートを受けるこ

とができます。探究したいテーマのある人は、是非本学で共に探究しま

しょう。

自らの研究をより多様な観点から捉える

社会学研究科 心理学専攻 修士課程2年（2020年度現在）

盛田 一孝
社会学研究科 教育学専攻 博士課程3年（2020年度現在） 

清水 優菜

 私は学部時代から現在の研究室に所属してカラスの行動と脳の研究

を行っています。私たちが普段町で見かけるハシブトカラスを含め、

カラス類の鳥類は非常に「賢い」動物と知られています。例として、道具

作成や道具使用、貯食行動でのいつ・どこ・何の三要素が含まれた

エピソード様記憶、さらに貯食防衛行動に見られる他個体の知識理

解能力などがあり、これらは過去に霊長類しか示さない認知能力とさ

れていました。認知の中枢と考えられる脳はカラス類と霊長類でともに

体に対して大きな大脳を持つ一方で、大脳の構造は両者で大きく異な

ります。カラス類と霊長類での異なる脳構造にもかかわらず、どうして

類似した認知機能が果たせるのかが私の研究の興味です。

　本学では自らの専門知識と技術を磨き、研究を行う上で非常に恵ま

れた場所です。豊富な資料と研究機材が利用でき、自ら疑問に思った

ことはすぐに調べ、実際に自分で手を動かすことで、生きた知識を身に

つけることができます。さらに本研究科では自分の研究室のゼミのほか

に、他研究室のゼミに出席することもできます。異なる分野から意見を

もらうことで、自分一人では得られない気づきや考え方に触れることが

でき、より自分の分野に対する理解を深めることにつながります。

自ら現象に対して問いをたて、実験し、結果を分析して世界に発表する

一連の研究のプロセスは知的好奇心を満たし、ほかでは得難い非常

に充実した経験です。ぜひ本研究科で興味のあることを一緒に学び

ましょう。

鳥脳と霊長類脳の機能と構造の
パラドクスを解き明かす

　私は18-20世紀インドネシアを中心に様 な々角度からの歴史研究を試みていますが、一貫して「つながる歴史」を描こうとしてきました。

「つながる」というのは、それまで一つの社会や一つのシステムと見なされていたものの内部要素が、様 な々経路を通じて結びつくダイナ

ミクスと捉えられます。私たちは習慣的に一定の社会やシステムといった枠組で世界を観察する傾向がありますが、人間や人間社会は

それらを超えてつながる力を持つことを見出したいのです。博士論文から取り組んだ西ジャワのバンテンという地域の研究では、オラン

ダ東インド会社による支配が進行する中で、地域社会の有力者が商品作物（主に胡椒）の栽培を強制する会社の制度を利用して自らの

影響力を強めたこと、胡椒生産者は作物を地域有力者でなく外部の民間商人に売却して海外市場とつながったことなどを論じました。

そうした民間商人の多くはマレー海域の海洋移民で、資料ではしばしば「密輸商人」や「海賊」と記されますが、彼らは異なる地域の需要

と供給を結びつけました。この需要は、18世紀中国の経済発展地域で台頭した中間層の間で、胡椒やナマコや燕の巣などの外食や

顕示的消費が増えたことから生まれ、東南アジアの生産地と中国経済がつながりました。私は海賊だけでなく社会の中心にいない

人々が異なる経済や文化をつなげる働きに関心があり、女性や混血者の役割にも注目しています。最近では、様 な々気候変動が人間

の生業や社会構築に与えた影響に着目し、歴史気象学という自然科学的知見と社会経済史をつなげることにも取り組んでいます。

つながる歴史へ

社会学研究科 社会学専攻

太田 淳 教授

進化から人間の行動と心理を探る

　私の研究の中心には、「心」は自然淘汰による進化の産物であるという考えがあります。心理学を学んだことのある方は、人間の心

にはさまざまなバイアスがあることをご存知だと思います。バイアスのために人間はしばしば非合理的なことを行います。お金を払って

しまったからというだけの理由で面白くもないビデオを見続けたり（サンクコストの誤り）、あるグループに所属しているというだけで相

手を見くびったり（偏見）。こうしたバイアスはなぜ存在しているのでしょうか。人間が進化する過程においては、一見すると非合理的

なバイアスにも、良い面があったのかも知れません。私たちの「心の仕組み」に進化的な意味があるのか考えるのが進化心理学です。

私はこれまで進化心理学の視点から、内集団びいき・外集団排除がもたらす思考バイアス、他者への信頼とパーソナリティの個人差の

進化、指の長さの比を用いての胎内環境と性的指向の関係の検討、公共財ゲームにおける個人差への遺伝と環境の影響といった

テーマを扱ってきました。現在は、SNSでの炎上に見られるような、他者への道徳的非難の進化を中心に、道徳性の進化にかんする

研究を進めています。加えて近年は、心理学における再現性危機に関連して、進化心理学の古典的知見の追試にも取り組んでいます。

社会学研究科 社会学専攻

平石 界 教授

動物との比較研究から行動の進化を探る

　私の研究の目的は、ヒト以外の動物の認知や行動を明らかにすることで、ヒトという動物が他の動物と何が共通し、何がユニーク

なのかを明らかにすることです。そのためには、チンパンジーなどの系統発生学的にヒトに近い動物との比較と、ヒトから遠く離れた

動物との比較が必要です。私は、鳥類カラスを対象に研究を進めています。恐竜の子孫である鳥類は、3億年もの遥か昔に、私たち

哺乳類と独立に進化した動物群です。ヒトやチンパンジーとは、脳や体の構造が大きく異なります。それにもかかわらず、カラスは

大脳を大きく進化させ、社会的戦略に長け、あるいは、道具を作るなど、複雑な行動が独自に進化しています。私の研究室では、

このようなカラスの複雑な行動が進化した要因を探っています。要因と言っても、暮らしの要因や、脳や身体の機能という仕組みの

要因など、問いも答えも１つではありません。行動生態学や生理学など異なる学問分野に足を踏み入れ、認知や行動との関係を解き

明かし、それらをつないでいく作業です。手法としては、実験室内外での行動実験・観察、神経科学実験（電気生理、免疫組織化学、

ホルモン計測など）、野外調査などの手法を併用しており、国内外の研究グループとの共同研究も積極的に進めています。トリから

ヒトのこころの進化を解き明かす挑戦は、まさに境界領域としての心理学の醍醐味です。

社会学研究科 心理学専攻

伊澤 栄一 教授
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　社会学研究科では、すべての専攻・分野でそれぞれ優秀な人材を輩出しており、その活躍の場は国内のみにとどまりません。アメリカやカナダを

はじめ各国の大学で教鞭をとりながら、研究に従事している者も数多くいます。以下に各専攻・分野ごとの進路状況を紹介しておきます。

　社会学専攻の社会学分野では大学教員となる者が多く、大学の研究所やシンクタンクに勤務する者もいます。文化人類学・民俗学では、大学教員や

研究所に進むばかりでなく、フィールドワークの技術を買われて外務省、経済協力事業団などに就職する者も少なくありません。コミュニケーション／

マス・コミュニケーション研究および社会心理学はどちらも同様の傾向を示し、後期博士課程修了者は大学教員、修士課程修了者はマスメディア・広

告業などに進む者が目立ちます。

　心理学専攻の場合は、後期博士課程修了者の進路としては大学教員が主流ですが、各分野の専門知識・技術を生かして各種の研究所へ進む者も

数多くいます。研究所の例としては、行動分析学・認知心理学・知覚心理学では労働科学研究所や老人研究所、人間工学的な角度から研究を行う

自動車関連の研究所など、生物心理学では行動薬理学的研究に従事する製薬会社の研究所などが挙げられます。また、発達心理学分野では今後、

発達障害などに関する知識を生かすことのできる福祉関係分野へ進む者が多くなることが予想されます。

　教育学専攻では、後期博士課程修了者は国公私立の大学・短大教員、教育関連の研究所員が大勢を占めています。修士課程の場合は高等学校

教諭専修免許状などを取得して中等教育機関の教職に就く者が多く、そのほか後期博士課程や外国大学院へ進学する者もいます。また、現職の

教諭が入学して学び、再び教職に戻るといったケースもあります。

　各専攻・コースとも、社会学研究科在学中に海外の大学院へ移って学ぶケースも少なくありません。その多くは2 ～ 3年で本研究科に戻り、海外で

取得した単位を本研究科の取得単位として認定を受け、さらに本研究科で学業を継続しています。最近では協定を結んだ外国大学院でも学位を取

得する、いわゆるダブル・ディグリー制度を活用する学生も出てきています。

社会学研究科修了生の進路

●中国 23名　●大韓民国 1名　●ロシア連邦 1名 ●タイ 1名　●セルビア 1名

2019 年度 留学生社会学研究科在籍者国別一覧

アクセンチュア株式会社、EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング株式会社、宇部興産株式会社、SMBC日興証券株式会社

株式会社エヌエイチケイエデュケーショナル、株式会社エヌ・ティ・ティ・データ、エヌ・ティ・ティ・データ・システム技術株式会社、関西電力株式会社

共同印刷株式会社、慶應義塾、株式会社システムイオ、学校法人逗子開成学園、学校法人清泉女学院、セッツカートン株式会社

株式会社ソシエテミクニ、学校法人高宮学園、東京海上日動リスクコンサルティング株式会社、東京都、株式会社トーチインターナショナル

学校法人二松学舎、独立行政法人日本学術振興会、日立ジョンソンコントロールズ空調株式会社、マスターピース・グループ株式会社

三井物産株式会社、三菱総研DCS株式会社、学校法人横浜英和学院、ＬＩＮＥ株式会社、楽天株式会社、株式会社リクルートスタッフィング

株式会社LITALICO、労働金庫連合会

社会学研究科修士課程修了者の主な就職先（2016 年度～ 2018 年度修了者） 

社会学研究科 留学先国別一覧（2001 年 4 月入学者から2019 年 4 月入学者まで）

国・地域別 大学名

アメリカ合衆国 ウィスコンシン大学マディソン校、ワシントン大学、
カリフォルニア州立大学サクラメント校

イギリス カーディフ大学
インド ジャワハルラル・ネルー大学

オーストラリア オーストラリア国立大学、メルボルン大学、
南オーストラリア大学

オーストリア ウィーン大学

国・地域別 大学名
大韓民国 ソウル国立大学

スイス ベルン大学

トルコ ボアジチ大学

ドイツ ボーフム・ルール大学、ハレ大学

フランス ニース大学

メキシコ メキシコ大学院大学

学位 進路・留学

修士論文・博士論文のテーマ（最近のものより抜粋）

修士論文 博士論文

社会学専攻
	 ● WeChatモーメンツにおける写真投稿と自己呈示に関する研究
		  ―中国２０代の若者を中心に
	 ●新聞報道にみる日本のセクシュアルマイノリティ
		  ―「新潮４５問題」の分析から―
心理学専攻　
	 ●絵画鑑賞におけるマインドワンダリングの
		  生起要因に関する実験心理学的検討
	 ●自発思考時の脳活動に関する多角的検討
教育学専攻
	 ●自尊感情と心理的幸福感の関連
		  ―双生児法による行動遺伝学的検討
	 ●マルティン・ブーバーの教育関係論
		  「神のまねび」としての人間形成（Bildung）に着目して

社会学専攻
	 ●高齢者シェア居住の社会学　―生活の共同と家族の再編
	 ●日常的な相互行為のゲーム理論的研究
	 ● The Trials and Tribulations of ‘New Cosmopolitanism’: 
		   A Critical Assessment
		  （※南オーストラリア大学とのダブルディグリーによる学位授与）
心理学専攻　
	 ●海馬時間細胞の相対的時間情報符号化
	 ●自閉スペクトラム症児の運動・社会機能の定量解析と
		  発達促進条件の分析
教育学専攻
	 ●アメリカ高等教育におけるラーニング・コミュニティ
		  ――思想史的研究――
	 ●京都学派の教育思想における主体概念に関する研究
		  ―⾼坂正顕と⽊村素衞の「歴史的主体」概念を⼿掛かりに―

学位授与数［2020 年 4 月１日現在 （ ）内は女子の内数］

修士 博士

学位年度 社会学 心理学 教育学

2017 15（6） 5（4） 4（1）

2018 12（7） 6（4） 7（6）

2019 9（8） 8（3） 7（4）

学位年度 社会学 心理学 教育学

2017 6（2） 3（3） 1（0）

2018 1（0） 1（0） 0（0）

2019 6（5） 3（0） 1（1）

学位取得のプロセスのモデル
１年生

大学院で学修
現職教員枠

所属校での勤務に復帰、勤務時間外に通学

2年生4
月
●
入
学

4
月
●
進
級

11
月
●
修
士
論
文
題
目
提
出

1
月
●
修
士
論
文
提
出

2
月
●
修
士
論
文
面
接

修
了（
修
士
学
位
取
得
）

修
士
課
程

● 32 単位以上の授業科目を修得
●修士論文の審査に合格

修了要件

１年生 3年生

　
後
期
博
士
課
程

課
程
博
士
学
位
取
得

5
月

2
月

 10
月

〜〜
１篇以上の論文

（査読のあるもの）を
学術雑誌等に発表

研究計画書提出要件の
１篇とは別に

学術雑誌等に論文を発表

● 20 単位以上の授業科目を修得
●博士論文の審査に合格

修了要件

4
月
●
入
学

	

●
研
究
計
画
書
提
出

	

●
博
士
論
文
を
提
出

	

●
博
士
学
位
審
査
に
合
格
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プログラム名 補助額※ 対象者※
博士課程研究支援プログラム（全塾枠） 1 年度、1 回 20 万円以上 200 万円まで 後期博士課程在籍者

博士課程研究支援プログラム（研究科枠） 1 年度、1 回約 20 万円 後期博士課程在籍者

外国語論文校閲費助成 5 万円を上限とし、実費を助成（複数回申請可） 修士課程・後期博士課程在籍者

修士論文日本語校閲費助成 5 万円を上限とし、実費を助成 修士課程に在籍する留学生

国内・国外学会発表に伴う旅費助成 1 年度、1 回 5 万円を上限とし、実費を助成 修士課程・後期博士課程に在籍する留学生

外国人留学生のためのチューター制度 年度ごとに異なる 修士課程・後期博士課程に在籍する留学生
2020 年 4 月１日現在※補助額、対象者の条件は年度ごとに変更されることがあります。

研究支援

奨学制度・研究支援ほか

　慶應義塾大学に在学する外国人留学生で、原則在留資格が「留学」の方を対象に、年 2 回（3 月下旬、9 月上・中旬入居）、留学生宿舎の
入居者を募集しています（入居期間は全て最長 1 年）。

留学生宿舎 http://www.ic.keio.ac. jp/intl_student/housing/ryu_boshu.html

宿舎名 形態 寮費※ 個室の広さ 最寄り駅
下田学生寮 単身用 63,500 円 16㎡ 東急 日吉駅 徒歩 13 分
綱島学生寮 単身用 78,000 円 15.99㎡または 16.60㎡ 東急 綱島駅 徒歩 7 分
プラム・イズ 単身用 68,300 円 18㎡ JR 新川崎駅 徒歩 16 分

大森学生寮 単身用 68,000 円 12.28㎡ 京急 梅屋敷駅 徒歩 12 分
JR 蒲田駅 徒歩 15 分

元住吉宿舎 単身用 64,000 円 23.5㎡ 東急 元住吉駅 徒歩 10 分
東急 日吉駅 徒歩 8 分

大倉山ドミトリー 単身用 55,000 円 13.8㎡ 東急 綱島駅 徒歩 15 分

日吉国際学生寮 １ユニット＝4 個室
＋共用施設 72,000 円 9 〜 10㎡（個室部分） 東急 日吉駅 徒歩 18 分

日吉キャンパス 徒歩 10 分

綱島 SST 国際学生寮 単身用 78,400 円 17.40 〜18.85㎡ 東急 綱島駅 徒歩 10 分

元住吉国際学生寮 単身用 75,700 円 14.06 〜14.17㎡ 東急 元住吉駅 徒歩 8 分

2020 年 4月１日現在※入寮時に、別途清掃維持管理費 20,000 円がかかります。なお、家賃は必要に応じて改定されることがあります。

　成績・人物ともに優秀な学生で、研究の意欲を持ちながらも、経済的な理由により修学が困難な学生を対象に、慶應義塾大学大学院では、次の

ような奨学制度を設けています。詳しくは、本学ウェブサイトをご覧ください。
　・日本国籍等の学生対象：http://www.students.keio.ac. jp/com/scholarships/apply/form.html
　・外国人留学生対象：http://www.ic.keio.ac. jp/intl_student/scholarship/intl_student.html

大学院向け奨学制度

（注）対象者の「外国人留学生」とは、在留資格「留学」を有する者（取得予定を含む）。また、「日本国籍等の学生」には、外国籍の場合、永住者・定住者等の在留資格を有する者を含む。
 金額等については変更することもあります。詳細は在籍キャンパスの掲示板で確認して下さい。

奨学金名 種別 金額（2019 年度実績） 対象者 期間

学

内

慶應義塾大学大学院奨学金 給付 年額 500,000 円または 600,000 円
（金額は研究科で異なる）

日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

慶應義塾大学修学支援奨学金 給付 学費の範囲内（平均支給額：年額約 300,000 円） 日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

研究のすゝめ奨学金
（申請時期・条件等は研究科で異なる） 給付 年額 300,000 円・500,000 円・700,000 円

（金額は研究科で異なる） 研究科で異なる 1 年

小泉信三記念大学院特別奨学金 給付 月額 30,000 円 日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

未来先導国際奨学金（入学前申請） 給付 学費全額、生活費月額 200,000 円
渡航費補助を含む留学準備一時金 150,000 円 外国人留学生 標準修業

年限
各種指定寄付奨学金

（詳細は上記ウェブサイトをご参照下さい。） 給付 年額 100,000 円〜学費の範囲内 日本国籍等の学生
外国人留学生 1 年

学

外

日本学生支援機構奨学金
第一種奨学金（貸与無利子） 貸与 修士課程 月額 50,000 円または 88,000 円

後期博士課程 月額 80,000 円または 122,000 円 日本国籍等の学生 標準修業
年限

日本学生支援機構奨学金
第二種奨学金（貸与有利子） 貸与 月額 50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・

150,000 円（金額は本人が選択） 日本国籍等の学生 標準修業
年限

文部科学省外国人留学生学習奨励賞 給付 月額 48,000 円 外国人留学生 1 年
スーパーグローバル大学創成支援事業国費
外国人留学生 給付 学費免除、月額 144,000 円 ～145,000 円 外国人留学生 1 年以内

民間団体・地方公共団体の各種奨学金
（詳細は上記ウェブサイトをご参照下さい。）

給付
貸与 奨学団体の規定による 日本国籍等の学生

外国人留学生
奨学団体
による

入学試験要項は、一般入試・外国人留学生入試共に、以下のウェブサイトに掲載されております。
【一般入試 修士課程】 http://grad.admissions.keio.ac. jp/sha-m.html
【一般入試 後期博士課程】 http://grad.admissions.keio.ac. jp/sha-d.html
【外国人留学生入試】 http://grad.admissions.keio.ac. jp/ryu-sha.html

過去問題は社会学研究科が開示可能と判断した部分について、以下のウェブサイトで公開しています。
【過去問題閲覧方法】 http://grad.admissions.keio.ac. jp/kakomon.html
また、学生部（三田キャンパス）で、過去 3 年分の問題を閲覧することができます。複写はできません。

入試要項・過去問題閲覧方法

後期博士課程
2018 年度 2019 年度 2020 年度

専攻 定員 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者
社会学 6 14 11 9 6 8 3

心理学 2 2 1 3 2 5 5

教育学 3 2 0 0 0 5 3

社会学研究科 志願者・合格者数 （過去 3 年間の一般入試、外国人留学生入試の総計です。）

修士課程
2018 年度 2019 年度 2020 年度

専攻 定員 志願者 合格者 志願者 合格者 志願者 合格者
社会学 25 54 16 76 20 104 18

心理学 5 21 9 10 5 7 5

教育学※ 10 15 9 10 6 17 9

※現職教員枠を含む

社会学研究科 学費 （2020 年度参考、2021 年度の学費は変更になる場合があります。）

修士課程
合計 在籍基本料 授業料 その他の費用※

1,018,200 円 60,000 円 950,000 円 8,200 円

後期博士課程
合計 在籍基本料 授業料 その他の費用※

728,200 円 60,000 円 660,000 円 8,200 円

※「その他の費用」には、研究会会費・雑誌講読料、学生自治会費、学生健康保険互助組合費を含む。

学費

2021 年度 社会学研究科 入試日程一覧 （一般入試・外国人留学生入試）

一般入試 修士 後期博士

出願登録
（インターネット） 2020/7/6 ～ 7/17 2020/12/17

～ 2021/1/8

出願書類の郵送期間 2020/7/13 ～ 7/17 2021/1/6 ～ 1/8
第 1 次試験（筆記試験） 2020/9/14 2021/2/19
第 1 次試験 合格発表 2020/9/15 2021/2/19

第 2 次試験（口頭試問） 2020/9/17 2021/2/20
合格発表 2020/9/17 2021/2/20

入学手続期間 2021/3/1 ～ 3/5

外国人留学生入試 修士
出願登録（インターネット） 2020/5/26 ～ 6/8
出願書類の郵送期間 2020/6/1 ～ 6/8
書類選考 合格発表 2020/7/9

第 1 次試験（筆記試験） 2020/9/14
第 1 次試験 合格発表 2020/9/15

第 2 次試験（口頭試問） 2020/9/17
合格発表 2020/9/17

入学手続期間 2021/3/1 ～ 3/5

入試日程・入試データ
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Access Information

北館

南館

図書館

東館

正門

南別館

図
書
館

旧　

館

大学院
校　舎

西館

南校舎
学生部（地下１階）

三田演説館

警備室
三田インフォメーションプラザ

研究室棟

西校舎
第１校舎 塾

監
局

三田キャンパス

交通アクセス
● JR 山手線・京浜東北線 田町駅下車（徒歩８分）　●都営浅草線・都営三田線 三田駅下車（徒歩７分）　●都営大江戸線 赤羽橋駅下車（徒歩８分）

主要駅からのアクセス
JR 山手線（渋谷・品川方面行）

所要時間約 25 分
新宿駅 田町駅

JR 山手線・京浜東北線 

所要時間約 10 分
東京駅 田町駅

慶應義塾大学
三田キャンパス

南別館

A10出口

A3出口

正門

北門

東門
西門

都営三田線

都営大江戸線

JR
山手
線・
京浜
東北
線

都営
浅草
線

至 目黒

至 品川至 五反田

至 東京

至 大門

至 日比谷

至 新橋

赤羽橋口出口

至 六本木

慶應義塾
中等部

慶應義塾
女子高等学校

三
田
駅

三田
駅

田町
駅

赤羽橋駅

慶應義塾大学　大学院

社会学研究科

2 0 2 1

G R A D U A T E
S C H O O L  O F
H U M A N
R E L A T I O N S

慶應義塾大学 大学院案内 2021
社会学研究科

〒 108-8345 東京都港区三田 2-15-45
https://www.keio.ac. jp/

お問い合わせ
学生部社会学研究科担当（南校舎地下 1 階）

03-5427-1865
mita-shaken@adst.keio.ac. jp

2020 年 4 月 1 日発行慶應義塾大学 大学院 社会学研究科 http://grad.admissions.keio.ac.jp/sha.html検索


